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Abstract

The TOHOKU I i  

Th is  r epor t  i 

2) I mprobments

は じ め に
東 北 大 リ ニ ア ッ  

供 さ れ て き た 。

こ の 報 告 で は  
方 法 に つ い て 述 べ

nac has been operated s i nce 1967.

s descr ived as f o l l o w i n g  i t e m s : 1 ) s tatus  of o pe r a t i o n ,  

and maintenance of the machine.

東 北 大 リ ニ ア ッ ク の 現 状

ク は 1 9 6 7 年 に 完 成 し そ の 後 2 0 年 に わ た り 学 内 共 同 利 用 に

1 ) 利 用 状 況 、 2 ) 最 近 行 っ た リ ニ ア ッ ク の 改 良 と 今 後 の 維 持  
るo

1 ) 利 用 状 況

第 1 表 に 完 成 以 来 の 分 野 別 の 運 転 シ フ ト 数 を 示 す 。 
こ の 1 0 年 来 、 年 間 2 5 0 シ フ ト 前 後 の 稼 働 で あ る 。 

が 高 エ ネ ル ギ ー の 原 子 核 実 験 の ビ ー ム ♦ チ ャ ン ネ ル が 1 

か ら の 制 約 に も よ る 。

こ れ は 維 持 費 の 事 も あ る  
本 し か な い た め 準 備 な ど

の 技 術 蓄 積 を も 考 慮 し て の と であ る。 そ の
も あ る が 、 そ の 意 図 す る プ と は n ン ピ ユ ー タ

真 空 系 で は 保 持 ポ ン プ と し て のイ オ ン ボ ン
一 方 ビ ー ム ダ ク ト で ビ ー ム に 曝 され るエネ ル

2 ) 最 近 の 保 守 改 良
こ の 数 年 来 制 御 系 を 重 点 的 に 保 守 改 良 を 行 っ て き た 。 こ れ は 次 期 計 画 に 備 え て

な か で す で に 実 行 し 報 告 さ れ た も の  
に よ る 運 転 制 御 が 最 終 目 標 で あ る 。 
プ の 寿 命 は 平 均 5 年 ぐ ら い で あ る 。
キ 一 分 析 系 等 は 1 0 年 が 一 応 の 限 界  

の よ う で あ る 。 こ の よ う な 所 の ダ ク ト の 材 質 は ア ル ミ 合 金 が 最 近 使 用 さ れ る よ う  

に な っ た 。 こ れ は 残 留 放 射 能 や 熱 伝 導 の 点 で ス テ ン レ ス 鋼 よ り 有 利 な た め で あ る < 

今 年 の 1 月 に n 系 の 分 析 ダ ク ト が 水 も れ を お こ し た の で そ の 更 新 に ア ル ミ 合 金 を  

使 つ た （4 月 ） 。 先 に 述 べ た よ う に こ の 系 に は ユ ー ザ ー が 多 く 、 実 験 装 置 と 本 体  
の 真 空 系 を 接 続 し や す く す る た め 簡 単 な 差 動 排 気 装 置 を つ け た （’86/6)。

ク ラ イ ス ト ロ ン ♦ バ ル サ 一 の 誘 導 電 圧 調 整 器 の 破 損 が ’83/丨丨に起こり、 こ の予
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防 処 置 が 昨 年 完 了 し た 。 と こ ろ が 今 年 6 月 に そ の う ち の 1 台 が 故 障 し た 。 そ の 原  

因 を 調 べ た ら 予 防 処 置 時 に 使 用 し た 電 _ の 被 覆 材 料 に 問 題 が あ る 事 が わ か っ た 。 
各 種 電 源 の 更 新 を 行 っ た 。 こ の 制 御 も コ ン ピ ュ ー タ に よ り 行 え る よ う 改 造 を 施

し た 。
3 ) 今 後 の 予 定  

共 用 リ ン グ （次 期 計 画 で 本 研 究 会 に お い  
ア ツ ク に 要 求 さ れ る ビ ー ム は 、 エ ミ ツ タ ン  
又 エ ネ ル ギ 一 は 高 い に こ し た 事 は な い が 、 

あ る 。

当 面 は 制 御 系 の 整 備 を 中 心 に 改 良 を 行 い  

な 動 作 を す る よ う に 努 め る 。
以 前 か ら 加 速 器 の 寿 命 は 1 ) 真 空 、 2 )

て 発 表 予 定 ） へ 
ス が 小 さ く 安 定  

安 定 に 稼 働 す る

の 入 射 器 と し て 、 リニ 
し て い る こ と で あ る 。 
よ う に 、 改 良 が 必 要 で

ク ラ イ ス ト ロ ン ♦パ ル サ ー 等 が 安 定

冷 却 水 、 3 ) 空 調 、 そ れ ら の 質 の 管 理

に あ に よ る と 考 え て い た が 、 こ の 2 0 年 間 に そ の 意 を 強 く し た <



第 1 表 分 野 別 運 転 シ フ ト 数

年 度 原 子 核 中 性 子

散乱

放 射 化 学 その他 計

1 9 6 7 5 9 1 0 1 5 1 0 9 4

6 8 1 5 6 4 1 3 2 7 2 3 6

6 9 1 4 8 3 9 3 6 6 2 2 9

7 0 1 3 5 2 2 4 5 2 7 2 2 9

7 1 1 2 6 3 5 4 9 2 3 2 3 3

7 2 1 4 2 4 2 4 8 1 4 2 4 6

7 3 1 2 5 4 0 4 6 1 9 2 3 0

7 4 1 4 0 4 4 4 5 1 0 2 3 9

7 5 1 3 7 4 9 5 1 1 7 2 5 4

7 6 1 0 8 4 1 4 7 1 9 2 1 5

7 7 1 2 0 a 1 4 1 1 5 2 1 7

7 8 1 0 8 4 3 5 3 2 3 2 2 7

7 9 1 6 4 6 0 5 1 3 7 3 1 2

8 0 1 4 8 4 2 4 1 2 0 2 5 1

8 1 1 1 7 3 2 4 8 3 9 2 3 6

8 2 1 3 5 3 6 4 7 2 9 2 4 7

8 3 1 4 9 3 6 3 8 1 4 2 3 7

8 4 1 4 4 3 4 4 2 2 0 2 4 0

8 5 1 4 9 4 6 4 2 1 6 2 5 3

8 6 1 4 5 4 3 4 3 3 2 3 4

計 2 6 5 5 7 7 6 8 6 0 3 6 8 4  6 5 9


